
情報通信審議会 情報通信技術分科会 電波利用環境委員会(第 16回) 

議事要旨(案) 

 

１ 日時 

平成 26年 9月 10日(水) 14時 00分～ 16時 15分 

 

２ 場所 

  中央合同庁舎 2号館 総務省 地下 2階会議室 

 

３ 出席者(敬称略) 

 (１)構成員 

多氣昌生(主査)、雨宮不二雄、石山和志、井上正弘、上野照剛、黒田道子、篠

塚 隆、清水久恵、白井智之、田中謙治、塚原 仁、長谷山美紀、林 亮司、

堀 和行、山下洋治、渡邊聡一 
 

(２)関係者 

尾崎 覚、佐竹省造、高橋 聡、田島公博、田辺一夫、平伴喜光、前川恭範、

松本 純、松本 泰、吉岡康哉 
 

 (３)事務局 

  杉野 勲（電波環境課長）、澤邊正彦（電波利用環境専門官）、大石通明（課長

補佐）、川口 晃（電波監視官）、芦澤宏和（技術管理係長）、野村惇哉（電磁

障害係長）、寺田紋子（電磁障害係員） 

 

４ 議事 

（１）前回議事要旨について 

前回の議事要旨について修正意見があれば 9 月 17 日（水）までに事務局あてに

連絡することとして承認された。 

 

（２）CISPRフランクフルト会議対処方針（案）について 

CISPRフランクフルト会議対処方針（案）について、多氣主査及び各作業班の主

任から、CISPRフランクフルト会議対処方針（案）の報告が行われ、以下の審議を

経て原案どおり承認された。 

 

井上主任：ワイヤレス電力伝送の検討について、CISPR/B、CISPR/F 及び CISPR/I

の下に TF が設置されたが、CISPR の運営委員会等において、横串の観点から

議論の調整等はなされているのか。例えば、CISPR/B は電気自動車、F 小委員

会は白物家電といったように個別に許容値や測定法の検討がなされているが、

それらをまとめるものが必要であると思う。 

雨宮委員：横串という観点からは、CISPRの中での調整はまだであるが、次回のフ
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ランクフルト会議から本格化していくものと考えている。 

 

井上主任：副議長指名について、I 小委員会は、日本から米国の Pettit 氏を推薦

予定とのことであるが、B小委員会からは特段推薦しない予定である。副議長

の推薦は義務であるのか。 

雨宮委員：運営委員会によると、副議長の指名は各小委員会の幹事国に一任すると

されている。副議長の指名は、原則として幹事国からの指名であり、CISPR/I

の場合は、何名かに打診した。なお、指名された副議長がそのまま、議長にス

ライドするというわけではない。 

林委員：CISPR/B の現議長は、現段階では副議長を置くことは不要であるものの、

次の議長に業務を円滑に引き継ぐため、議長自らが次の議長候補を見つけて、

自分がサポートする予定と言っている。日本としては、CISPR/Bの幹事国とし

て、議長の人選を積極的に進める必要がある。 

多氣主任：了。一点お伺いしたいが、議長が次の議長を決める権限があるのか。 

林委員：規約上はそのような権限はないが、我が国としては、現議長の合意が必要

であると考えている。そのため、日本が幹事国となっている小委員会（CISPR/B、

CISPR/I）の現議長の後任については、現議長の考えを尊重したい。 

 

 

（３）その他 

次回会合のスケジュールについては、詳細は別途事務局から連絡する旨の説明が

あった。 

 

 

【配付資料】 

資料 16－１   電波利用環境委員会（第 15回）議事要旨（案） 

資料 16－２   CISPRフランクフルト会議 総会及び各小委員会対処方針（案） 

資料 16－３   CISPRフランクフルト会議 参加者リスト（案） 

資料 16－４   電波利用環境委員会報告 概要（案） 

資料 16－５   電波利用環境委員会報告（案）  

参考資料 16-１ 電波利用環境委員会構成員名簿 

参考資料 16-２ 各作業班構成員名簿 
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